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令和6年度 学校評価《第1回》集計結果のお知らせ 

 

初秋の季節、保護者の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃から、本校

の教育活動にご理解とご支援をいただきますことにお礼申し上げます。 

7月に実施しました学校評価の回答にご協力いただき、ありがとうございました。評価集計が終わりましたの

で下記の通り結果についてお知らせします。今後、学校教育をよりよいものにするために今回の結果を活用して

いきたいと思います。また、結果を見た上でお気付きのことなどありましたら、学校までお知らせしていただけると

ありがたいです。 

今後とも、子どもたちの学びの向上のために、学校の活動へのご理解、ご協力をいただきたいと思います。何

とぞ、よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

集計結果について 

              １  考察 成果と課題 

              ２  児童回答 集計結果 

              ３  保護者回答 集計結果 

                      ４  教職員回答 集計結果 
 

                       ＊ 児童回答の集計結果は２～６年生の平均値を記載しています。 

                       ＊ 児童質問の内容は、学年ごとに応じた内容としています。 

 

１ 考察 

 

〈成果〉 

・「学校が楽しい」をはじめ、「みんなで何かをするのは楽しい」や「将来の夢やめざす目標をもっている」など、９つの

項目にいて全児童の８割をこえる児童が「よくあてはまる」と答えています。本校が最も重視していることの１つである

「発達段階や児童一人一人に応じた授業づくり」に教職員が熱心に取り組んでいる成果と考えます。 

・今年度、新たに「適切な言語表現を用いて考えや思いを相手に伝える」ことを重視して取り組み始めており、お互い

に認め合い、自他を大切にする仲間づくりをめざしています。「仲間と協力して活動ができる」の結果に手応えを感じ

ていますが、質問１１（相手の考えを取り入れ自分の考えに活かす）および１２（自分の考えや思いを相手に伝える）

の結果も併せて、今後、取組の工夫をしていきます。 

〈課題〉 

・教職員は「授業で勝負」ということが言われることが多いですが、まさに日々の勤務の中で、授業準備、授業、そし

て、振り返りに業務の大半の時間を費やしています。「授業がよくわかる」や「道徳の時には考えを深めることができ

る」の問いに「よくあてはまる」と回答している児童の割合がそれぞれ６７％、５６％となっており、これまで以上に授業

の工夫を行い、次回調査では学びの向上をめざしていきたいです。 

・全体的に児童、保護者、教職員の数値結果にはばらつきが見られます。例えば読書に関する結果では児童と保護

者、教職員の数値結果には隔たりが見られます。そのような結果が見られる項目については、丁寧に分析を行い、原

因を明らかにしながら今後の教育活動に活かしていきたいと考えます。 



 

 



 

 

 



 


